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インドが主としてイギリス (/)1諜； r；J•1地 (Industrial fa-

tate， 以―ード lEと［I桁す） のアイデアをとり入れ，小企棠

発｝艮その他の役'hllを；i[して沌人して以来， 7年以上経っ

た。この1iil0)？淡投1:;i i怠）レピー以上になり，注Flをあ

びたがらも，そ0)実態．，潤lliに関•j る jり物はきわめて少

ない。

まず，政府狡科としては，中火小J;]を機構 (CenLrnl 

Small !nclustrics Organisation)の年次報低＇ t,その他

のパンフレット， および IE小委員会の報告:1!} (St:b• 

Committee on lnclustrial Estates, Rc/Jort, Small Scale 

lndu:mic:. Bom・d, Delbi, HltiO, p.,1り）や各州の5カ4辟I・

眠・;！｝が参彩になるfi!l臨民！tl()）ものとしては，小企染(jJf

究として幽Jりl(lり労作と、思われるダールとライダールの本
(P. N. Dhall & I-L F. Lyclall, The role of small 

entcrpriscs in lmliau CC091019iic (lcvcloPl)lC1tl, Asia Pub. 

House, Bombay, 1961, p. 95)が，まず唯一のもので，

;,との第31;'i.:(35~62ページ）で， 山を扱っている。き

わめて短いも 0)であるが分析は鋭いe

ィンドの IEに関する研究がほとんど｛釘！しr：であるの

は，つい放近走で 1EI:l体が尖険flりないし過澁的段階で

あったことが土1ム1ではあるが，ここにこの古物の出版は

小jIIt子とはいえ，おおいに歓迎さるぺきことである。

箸れは小規校エ架1}ii光］ii仕•HDcvclopmcnt Commissio-

ner for Small_Scalc llulustries)であるから小規抄‘l.I梁

の企政策の総監Iiである。

II 

＊古のh'も成は次の通りである。第 '1咋： インドの 1E、
計画の11io, 2穿他1乱のltl的と比較， 3窃インドの

IEの進歩， 4硲組様のパクーン， 51','i: I E(/) ,i’•I•|ti 

l...“なすべきこと”}．“なすぺからざること”。 以下，

内容を紹介しよう。

なお， 〔 〕1)..J！まi!t;i和砂．ー）辿1J11である。

第 l 窪— IE I...l: r水，巡蘭＇氾力，スチーム，鋲行，
郵便局，食＇幽，帝人，救，’&等の拡設をもち，技術指埓や
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共同工作掘没 (CommonService Faciiit函）も特別に）II

双してあるも(})で，好適の立地に経桁的な規抄＇汐をもって

設立された工場鋲l；月」と定義される。今n，インド0)( 
E/}）主要 l1 が」は二つ，すなわら，（l)小風拠虚（以l••S

Slと11各す）の急速な発股，（2)経済l.lり後迎地域および此

村のT．梁化を容易にすること，である。 IF．がifり人され

た当fl!j:(1955年） i・‘よ・1J(j名の！；［iiりが1|’心に考えられていた

が，第2次il匝の終わりごるになるとさらに二つ(})|．lilり

の重要皮も認識され，今Hにいたっている。

倍者のあげる IEの利，I，！iti,

(1)統合的発）艮の理想約手段であって，卦fiiiiされた労俯

森捻こよる生産性向上，入柏省が相互に工場粍‘};r；lr::}読i

うこと，生旅の過租で相互に注文11我位を行ない，巡1愉．

l溝入l阪光．広告の協同による経済性， SSl行政ki品設の

容易化等があり，

(2)fi金援助という点からは，託済(l勺土地利JEと：r.場な
大拡に設骰することによる経済性のために，コストを1：：

げ，入植省(})i'li且分が低くなり， しかも入Mi名は工場の

貨借（初めは半額の1約1)，月賦IしI’}入， J!I;金！的'i入のいずれ
を選んでも J：い利点があり，

(3)その他，都rlirl1心部(})SSl<1ふ祖is除去，後進地域の

布≫]な工業化手段， 1喩j'tJ・{|；IJ）立の促進裕としての利益が

ある。

第2i‘;'i:―ここでは外IT;lにおける IE(/） LI ftf:iSを・ィギ

リス（失槃の多いとこる＝後進j也（1．）l｝ij光， SSlにii狂らな

い），アメリカ（：：l:に私立で，エアリア・プランニンク兼

；！鴻収容の i1(f•J)，カナダ（ニアリア・フランニングi[iエ

梁開発），プエルト・リコ（外ftirり入），北アイルランド

(I吋），パキスタン（第1が大J.：梁）ll(}）エ菜）！！地；；!・i1Lqで，

SSI mの IEは第2).' ホンコン (SSlmのフラッ I・11,IJ 
lEとエ染Jli地）の順に述ぺ，ィンドの IEの特徴は，そ

れがSSIに限られている、＇，＇、しだとする。

紹3箪―ここでゆ釦去の9も）貶が品リ1される。第 J次
計画中にi30)1E が認可され，中央政(·f より ~I|へ57畷｝レ

ピ＇ーの借款•, 5万Jレピーのj附与が認められたが， Rujkot

の JF．が一部55年r:j:1に完成した以外は，易所の選択と土

地収用にllljili]がかかり，ほとんど進liをしなかった。

第2次計画中心i.Kきな進歩があり， 1低）レじーが投

下された。 1E(J）政策の実旅狂It,iittt州のit1壬であるこ

とが決定され， IEd)全‘ltltlti：中央から供給され，土地

述物の~'WIは20年， 1}り発i.I.'t).n gじ力水道の敷iiしなど〕 ti
31)年の長期で， '1.5％の利子付き借汰がなされ，副l••品
訳もりi!J等の1tJTIは中央から賠与された［視在も同様の



制度をとっている〕。 55年以米の認可 IE数は61年3月末

までに120lこに逹L,内稔勁しているもの53,完成後で

知鴻J}ま1,1である。 28の IEはエ粉建物の建築に未沼手

である。工場〔she.cl，正確にはエ坊11幻別のことで，

1企業〈unit〉が，いくつかり） shedsを占めることがあ

る〕の数でみると，完成2077,企槃へ0)祀分済み1872，収

容済み1569,稼動1049であり，数字のある生産l開始790

企菜 (units)についてみると，労励者数 1万3400人，生

産高計l.4億ルビーである［以上の数字を比較しあうとIE

の進歩（•ま遅い。しかしここで培者は無言を守っている〕。

人口別にIEの分布オ炉なると， 5万以下の都市に50のIE

が設腔され，また，後年になる：こしたがい，小規校の iE

が多くなり，後進地や股村l}り発地度 (CommunityDcve-

lopmcnt Block)用の IEが認可され， また，約61;1]のIE

は 100 万）レヒ゜ー以下の小さなものである。工場建坪ほ fl•l

により，IEにより，またT力ぶこより媒る (6GO~1万-1130

平方フィート。ふつう 2500平）jフィービ）。施設につい

ても，州や 1Eにより異るが，定)&Iこ示したものはほと

んどの湯合[ii：えてある。

入植者の選択の枯部としむ・文，次の語点を中央政府が

勧告している。 (1)近代的技術を使用し，楡l切蛮業ないし

外i兄tii約的なもの，（2）ただし後泄地域発認こ役だつもの
はその限りでない (3)若い技術屈で自ら企棠を始めたい

ものの俊先，（4）下},'tけを行なう企業集団・協同組合の俊
先。この諾部はかならずしも全州が従う義務｛•よないし，

従っていないところもある。問題は入拍希閉者が少い所

では倣密に従うことができないことである。また，（3）の

点であるが，既設の企業が移動入柏Lてくることは拒否

されない。事実かなり入柏しており，その後相当改袴．

拡張している。ただし，新規設立の企業と，既投企架が別

に新しい企業を作ったもの，すなわち新会社 (newunits)

が大多数である。ひとたび IE1・こ；，まいると，諸々 の援助

保設策が俊先的に適用される。入柏者はほとんど全罰はま

だ箕借している（ふつう最初の3年問，長くも 5年間は

貨伐料ぱ原価の約 5 店Il引され，その分は中央と :J•I•Iが半々
で負担する）。

第3次計画には3.02條｝レピーが用恋され， 300のIEを

笹立する予定であるが，実際はそれ以上の IEが設立さ

れるだろう。また，それまでには民閾の IEをいれて，

総投下沢金5｛意，）レビーに追すると予想している。

第4平一ーここから著者の私見が多くみられる。若者

は 1E成功庶の評価の基針化して，（1）全T拗配分までの

所要時間，（2）企業がそれから生産開始まで要した時IHI,

吝評

(3)（浴半的水郡に述するまで要した時間，の三つを設定し，

先進地，後進地，股村における IEの内，先進地の IEが

もっとも成功しており，この栢向は当分続くとする〔炭

づけとなる統計数侑しま与えられていない）。政府（まもは

や先進地における IEの設立はする必要がなく，民lg]人

が自ら行なうぺきである。このいわゆる政府後扱私立

IE (Assisted Privnte I E)の設立のため！こは，政府より

全1り用の80％の借放扱ll)Jをすることになっている。この

扱叫J：嘉祠（lりの IE会社にも適用されるが，協同組合

組織のもののみに限定さるべきである。

後進地の IEは，いろいるの理由から進歩が遅いが，

それは IEというアイデアそのものが不合格なのではな

い。此村からのますます坪1)くしてゆく移民を半都市地域

での.I打5化で防JÌ．せねばならぬし，政治的理r.l.1から後進

地のI屈発は避けがたいゆえに，不経済なこの種の IEは
廃1I.:せよという議論（文まちがっている。初めは，半都巾．

的かつ発股(J)滸在性のあるv．地を選び，．Y[地的；•ご，有利な

染種で経験ぬかな企業を誘致し，また，下贔'iけl関係など

を通こてそれらの SSI 扱助 t•こ役だつような大工梁も入柏

させれば成功するであろう。

此村 IEは特に製村が未'1じ化のゆえに，その能力ぱ限

られていてあまり奨めるぺきではないであろう。 2,3の

工場をもつものがせいぜいであろう。また，改良された

道9ゞ・セViiiえ， 1設人が染まって協業する場としての IEを

作り，伝統的I~況人が熟練労拗呑，そして企染家という方

向に転化されるよう企てるべきであろう¢

機能的 IF、(FじnctionallE,一定の旅粟こ属する企業

のみ入柏）においてほ製品の規格化，大規膜経済性，大

企棠）月照梁への小企業の合同進出等が実現しうる。下訴

け lE(Anci!lary IE, 大企棠への下諮け企棠群の入植）

の場合，特に公共部門大企業下にいくつか作られ成功し

つつある。ここに入柏された小企業はすぺての下甜iヤJ-保

淡方策を桜先的に受けられ，大企業tこそれを濫用されぬ

かぎり小．T深の発展iこ非常によい手段である。

第 5 蹂—-IE は地域により臨機応変な運営がなされ

なければならないがとi削i訟きして，従来の経験から考え

て IE迎営上の一般的注邸を述べる［これは州政府の実

行者や対する忠告のごとき形であるが，過去においてい

かなる誤りがあったかがわかり， IEの評価を試みる読者

には役だつ部分であると思う〕。

(1)アプローチの娯り，すなわち， IEを設立さえすれば

自勁的に工業化がなされうるという甘いブプローチがあ

ったため，立地等のプランニングをおろそかにし．失敗
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魯評

の一丙；こなっている。

(2)他の関係ti局との統合的計囲の必痰性。

(3)建設費用をもっと安くせよ。つストr，::jの原因ば土地

の不経済な利用，浪費的建設物・：Jし同施設（不完全利用
が多い），禾IJJti者：こ4浅逸な工場設計等である。

(4)健全な収爪政策の必・！梃tl:。第 1にいろいろの業種よ

りh.同じまたはIll辿した並粟こi函する企染を姻んで収

容し， 1Eの躯団工場としての利点を活かさねばたらない

（こればいままでに見られなかった窓見と思う〕。第2に

後進地では[|J込者が少<-c,工場を満たすことが第 11:1 
栖となってしまうことがある。したがって，級先(I（に分

け与えた・i諷な統制原材料（銅，煎鉛など）耀lで横流し

し，いっこうに生廂を上げない企業をも大目にみてしま

うし， lE に入柾（すぺきでないj1『梁（や笛ll!• 印刷梁など）

も入梢を許してしまう。第3：こ大企棠がSSItこ扮装して

入村（し， SSI向けの援助を卒受している例が 1,?,ある。

(5)入村［者の協lifJ 作業：•ま成功している IE でも述成され

ていない。

(6)IE O)迎営と政府。第 1：こ，いくつかの州は独立の公

社に IE の述幣を分担しているが，｛叫I•l も見袢／うぺきで

ある。しかし，公社の自主独立性が名目的であるものが

多く，布名無実となっている。第21ご．州政府自身があま

りに多くの工場を使用していることがある。

ここで蒋者は，適切な計画さえ行なわれれば， IEは発

展の非'iit：こ布効な手段であると結ぷ。

なお，．付鈷字， 61年3月末の各 IEの実討激， 61年

変認可 IE-り四表，入h(i者の生敵物リスト， h命出製品リ

スト，原価炊伐料計鐸方法，ー［菜散在化委i1会の勧告し
た｛足iiり方策等が含まれている。

III 

以上のごとく，分析的でもなく，特別の力法論もある

わけでなく，教科因的な叙述をとったものであるにもか

かわらず，前述したようiこィンド IEの発展と現状をクIf

るためにはこまざれの沢料をつなぎ合わせてやっとそ

の概観をつかむことができうるという研究不足の現段階

！こあっては，＊tりの出版は滋滋の大きいことである。

著名自身の立場は二つの側面をもっている。第 1ほ，

IEの設立迎慾に関して指諒・援助・設立許可をする中

央政府の）及iRi•此任‘肖であり， したがって IEの成否の火

任者であることである。にもかかわらず， IEにまつわる

すべての問屈点が，ぼとんど甜油裟．公にされていること

は本粛の特微であろう。評価の程ぽ1こ甘さがあるし，ま
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た，中央政府の役許1]と浜りについてほとんど触れていな

いの（むその立楊上やむをえないことだろうか。たとえ

ば．．）卜1ば、 IE設立前こ中央の技術(1りな点に1対する許可を

必要とするが，この隙：こ中央にて一ーここには全国のlE

に関する梢報・臨紐詞している一も＇暉な険討を通

じて;i午可がなされてきたならば，過去の娯I)もある程度

Jl 1I-；予防ができたはずな(/)である。布｛多(Iり建物と始設；こ

よるコスト店i，工場をi註梃以上に作りすぎ、窄家(J)工場

が出てしまう等の訊りは中央の政任でもあるし，あろ程

度予防できるものである。

第2d)側111iは，哨者は全 IE()）巡行の実態をつかむの

iこ敢送の地位にいるということである。各地からの業禎

報告，！｝等をもとにした統計的・拙的な分析があってもよ

いと思う。

したがっ-C,IEがどの祝疫成功しているのか，もっと

も巫要なテーマでありながら，本―;1f右喝たんでもかならず

しも1.lfl郡こならない。もともと iE:•ま，企架家の欠~nナ

る地域，‘いてもそこに企業を起こそうと彩えないような

後進J也：こそれを可能：こしようとするものであるから， IE

の成功裳は，その残頃の性格の内容と施策渚の方袋の双

方の函放であり，成功度の品：（lり評(illiがむずかしいことは

いうまでもない。しかし':俗名のあげている評価の 3甚

iiしゃその他の甚郎（たとえば，労仕粋数・産出佑j•生産

性の成長率．近接地へのインパクト—i叫1liの llt紗＇tの推

移や近接地の小工業設立状況等）をもってアブローチす

ればまったく不可能ではない。

最後に．その他気のついた、点をあげよう。

(1)IE (}）第2の目的，ーT．業散在化の手段ということふ

苦者のいうような第2次計画末年でなく， もっと早く祁

入と同時である。もっとも，地h(/）IEとして，それが

災行されたのは迎いが。

(2)わたくしのアンドラ・プラデシでの経！5灸では， new

units ということばが行政上，新規設立の企業（したが

って新企業家1こよるもの）と，工場をすで：•こもつ企業家

が別：こ企菜を新設して入柏したものとの二つを含めーこ謡

味し， olcl ur.itsとは，エ鳩をそっくり移動してきたも

ののみを指しているようである。 IEが企築家の創立：こい

かなる役割をはたすか，ということは煎要なテーマであ

るが，この種の分頬でほわからない。本褐もこの分郷こ

基づいているし，この役割についてはまった＜触；加Cい

ないのは残念なことである。

(3)入植者が少なすぎたケースを批判しているが，
←’一94i し

iこそうなっている lE(}）場合，布効に利用するの：•ょどう



したらよいのか，答えられていない。私見では， iti？料

金：こ下砕泊縮性をもた・出入植者のないところでtt.，貸

代料を特別：こ引き下げ，：恕設校源の布効利用を埼•I• るべき

であると思う。都市の IE の場合，署堵も言う迎 i)'~,,,i

要者が多いから， itit料り） ;!~J り 1:•ま廃止ナペきである。し

たがって，全1111がJ：こみれば，この下降仲縮的な貨i?未1な

採っても，かならずしも財政負担が増）JIIするとはかぎら

ない。；-n布さるべきィンドプランニングの汗源の不完仝
利用｝ま政策の中にも存在するのである。

杏評 ー

(4)大企裳（というと，インドの場合困＇疋 yは 5万）レビ

ー以上であるから，中規校企業も：まいる）が小企菜の形

態をとって人柑［している例は，：洛店の日うように， tit少

でばない。ふつう各 IE ；こ紋低―•つぐらいのケースがみ

つかる。 Birlaという商廿没もつ商品を生,mするBirla系
-f会社が入li1,（している例｛）ある（しかも，ここの IE0) 

沿成式；こは 1人も科］僚が来なかったが，この会社の始勁

式にばある1札li鋲が出席したときいている）。

（アジア経済研究所ii屈外派述[l fjりf切瓦ニー在・:.rドラス）
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アジアの飼料産業

アジア経済研究シリーズ第四m-
1止5
 

雄房口甜

泌と箔． n本の面施業および飼料発送の概観
一郎詞と架と家畜・畜i産業の展Ilt1過程.it灌策と飼科iti‘l't・ 和j料ii'i1Itと翰人

第2ti: ト1本の飼料il11U勁l句
ー一蚊近の消収動向・飼料原料(/)il'i'1む勁向・アメリカの飼料原料ii!j1間1:1i‘i—

第3守： Ill：界における飼料用倣郷は給と家畜約J1発とのI紺係
一柿J料向け穀跳お給・飼料fII破物•生）座と貿易依・家面のB詔珈J:J・数の地域分布ー一

第4？位 とうもるこしの特性と飼料的価値
ー作物学的特性·品種・用途・アノリカの'•I:•殺と消'.lIt状況· Bil科的価（1l．i_

第53江 批界におけるとうもるこしの生旅と地域別分布
―:Ki登の地域別分布・地域分1]生産勅 l句・国別生産砂JI;,] ・アメリカの生陪拙進の背•炊． n 本のとうもろ
こし生産ー一疇

第6序： 111：界におけるとうもるこしの流通状況
--lll：界の貿易動向•生産と貿易0)関係•国探市楊と日本の地（立• 3 .. ：要愉出国の街給：19、‘況・主要仰／il卦

の協出可能itt—

第7応： 日本のとうもるこし協入状況
ーー戦前の愉入相手国・戦後の愉入相手国・楠入価格の推移・愉入の時期別区分・主要供給国の',},；給状

況・国院価格動向•国際（（:1規格—•一

第8箪 アジア地域におげるとうもるこしの生産
ーー戦前の作付而fi'i. 戦前の単位「(ijf:L't当たり生鹿址・戦riii(/）総生産批・戦後の生廂状況・ ifl産の·11尿—

第9常 アジア地域：こおげるとうもろこしの交流
―—粧界の固l1人貿易とアジアの位府・怖入‘ji淡！1Wf1iJ ・極東アジア地域I1•J交流と日本

第1（叩； 戦前における極東アジア地域のとうも；：）こしの生it,ilり1'tおよぷ貿易状況
ー一総説・旧仏領インドシナ・クイ・ビルマ・旧I閥h'（インドシナ・フィリピン―

第11究 極東アジア地域品業廷磁延済の特質
ー総説・旧仏領インドシナ・クイ・ビルマ・ lHI¥j領インドシナ・フィリヒン・マラ・ヤー一

第12坑 股恕譴拡大(T)前提条件
—;'との•一般的秤禁・柑i1tの蒻勢と人口動熊． ftf:;til'i1,lの］虚化と迎菰策―

第13欲 股梨l:．産拡大の語i,'1l．想
•一その背批と展紺・クイ・ビルマ・インドネシア・フィリビン・マうヤー·—-

沼1•心 とうもろこし生産拡大の見通し
一その背屎•生産の適応性· Jfij産の可能性・極東アジア地城IHI交流の可能Vi~-―

第l;ji.£ タイ困産とうもろこしの対日9糾ゆltl泌点
-—結語・参杉文献解ぬ―
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